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油性成分を液状にする独自の製造法の iPF 技術を展開 

石油系界面活性剤不使用のセラミド配合化粧水開発に成功 

肌が本来持っている保湿成分で保湿するヒト型セラミド処方 
 

株式会社ナリス化粧品（代表者：村岡弘義 本社：大阪市福島区）は、石油系の界面活性剤を使用せずにヒト型セラミド

を化粧水に配合する技術を確立しましたので、以下にその内容をまとめます。 

 

■研究の背景 

そもそも「セラミド」とは、角質層を構成する細胞間脂質の主成分で、細胞間脂質の約半分を占める油溶性の成分です。セラミド

が不足すると水分保持ができなくなったり、正常なバリア機能を保持できなくなるため、肌の健康を保つために重要な成分ですが、

加齢とともに少なくなる傾向があることがわかっています。不足したセラミド成分を

補うためには、セラミドを配合した化粧品で補充する必要があり、角質層に浸透

する化粧水にセラミドを安定的に配合する場合、これまでは石油系界面活性剤

を配合することで可溶化する方法が一般的でした。また、従来の技術では、経時

的な安定性を確保するためには、石油系界面活性剤の配合量を多くする必要

がありました。当社では、界面活性剤の選択において、石油系由来のものを省く

だけにとどまらず、皮膚の細胞間脂質や細胞膜と類似する分子構造を持つものを

選び抜き、安全性や使用感を損なうことなく、界面活性剤を使用せずに化粧水

にセラミドを配合する研究に取り組みました。 

 

■研究内容 

当社では約 60 年前から研究開発部門の中に化粧品使用時の心地よさについて専門に評価する研究員を配置するほど、化

粧品の官能についての知見を蓄積しており、今回の新しい化粧水処方の研究で目指したのは、保湿剤のべたつき感やタック性

（ねばつき感）のない純粋に水分だけで潤っているかのような感覚の化粧水。できる限り肌が本来持っている保湿成分のみで保

湿することでした。 

セラミドは、当社の調査では 20 歳～59 歳の 1,430 名の女性のうち 93.5％が知っ

ていると答えるほど一般的に知られた成分ではありますが、実は 1 つの物質を指す言葉で

はなく、特定の形をした物質群を指しており、様々な種類があります。当社では、ヒトの肌

の角質層に実際に存在するセラミドと同じ分子構造を持つヒト型セラミドを採用。すでに

当社が確立している高圧処理を行う独自の製造・処方化技術の「iPF（アイピーエフ）テクノ

ロジー」※を使用することで、ヒト型セラミドを化粧水に配合することに成功しました。「iPFテ

クノロジー」とは保湿成分を持つ油溶性成分を含む複合体を作った後に、複合体同士を

衝突させることによってナノ粒子化するもので、マッハ

のスピードで衝突させる衝撃力で、油溶性成分の構

造を大きく変化させ、流動性のない状態からサラサラ

の液状にすることができ、これを「iPF リキッド」と呼ん

でいます。この「iPF リキッド」を化粧水に配合すること

で、もともとはべたつき感、粘り気の高い油溶性成分

を油溶性の成分の保湿力下げずに、自在に化粧水

に配合することができます。 

※「 iPF」とは、 i＝ intermix(混ざる/英語) 

P=Pressure（圧力/英語）F＝Fonce（濃い/

仏語）から作成した造語です。 
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株式会社ナリス化粧品  

研究開発部 研究開発課 処方技術開発グループ 

― 略歴 ― 

1999 年 4 月 株式会社ナリス化粧品に入社。 

― 職務経歴 ― 

1999 年 4 月 ナリス化粧品 製品統轄部研究開発部に配属。 

現在に至るまで一貫して処方開発業務に従事し、スキンケア、サンケア、トイレタリーカテゴリーの

製品を中心に、訪販市場、海外市場、OEM 市場、店販市場など各販売ルートに向けた製品

の開発に携わる。 

 

 

【研究者のコメント】 

この化粧水の研究にあたって、できる限り肌が本来持っている保湿成分だけで保湿感を与えたいという思いを強く持っていました。

角層細胞を満たしている細胞間脂質はバリア機能と捉えられがちですが、「水分を逃さない」保湿機能も大きな役割です。角層

成分に限りなく近い組成で保湿できる処方設計を行うことは、肌にとって負担なく最適な角層環境に導くことができると考えていま

す。何らかの保湿成分で疑似的に潤っていると感じるのではなく、純粋に肌の水分が潤沢であると感じられる化粧水処方を確立

できたと考えています。「こんなに心地よいテクスチャーがあるんだ」と感じていただきたいです。 
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